
原子力発電等に関する市議、市民有識者への意見照会の結果について 

平成 27年 9月 2日 

１ 市長からの依頼文及び項目 

  依頼文については、別添のとおり。 

  項目は、 

   ①８月５日及び８月６日の説明会の内容について、ご感想をお聞かせ

ください。（ご出席いただいた方のみ） 

   ②原子力発電及びこれに関連することについて、ご意見があればお聞

かせください。 

   ③伊方発電所３号機の再稼働について、ご意見があればお聞かせくだ

さい。 

   ④その他（何でもどうぞ） 

 

２ 回答数等 

  対象者６７名、回答者５９名（内、匿名での公表可としたもの４８名） 

 

３ 概要の分析 

  全体として、事故発生時の被害（特にみかん、さかな）に言及し、懸念

を示す声が多く見られた。 

  ３号機の再稼働については、明確に、推進、反対とするものがある一方、

安全対策には万全を期し、誠実な態度を前提として、あるいは、国が全責

任を持つということで、再稼働はやむを得ないとするものが多く見受けら

れた。（「条件可」と分類。） 

  単純な、可・不可・不明等の調査ではなく、記述式であるため、ニュア

ンスは多様に存在する。 

  たちまち、全体の傾向を示すため、再稼働について、分類・集計したが、

この枠に入らない大切なニュアンスについては、それぞれ原文をご参照い

ただきたい。 

 

※原文については、公表可とされた方の意見のみとし、字句修正及び氏名や

個人が特定できる情報等を削除している。 

 

 



３号機の再稼働についての意見の傾向  ※（ ）は公表を可としたものの内訳 

推進        ３名（ ３名） 

条件推進      １名（ １名） 

可・概ね可     ８名（ ７名） 

条件可      ２４名（１７名） 

やむを得ない    ３名（ ２名） 

消極反対      １名（ １名） 

反対        ７名（ ６名） 

意見を示さない  １１名（１０名） 

不明        １名（ １名） 

合計       ５９名（４８名） 

 

 

 


